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家
を
再
建
す
る
と
い
う
こ
と
。

仮
住
ま
い
か
ら
、
恒
久
的
な「
我
が
家
」へ

表紙のひと／前略 お元気ですか
みらいん編集部取材ダイアリー
沿岸部復興ニュース／これから住むまち
読者からひとこと／交流サロン紹介
クロスワードパズル／ふるさとにごっつぉさん

　「に」は、油揚げを干しシイタケの戻し汁と醤油などで煮た、荒

浜に伝わる精進料理です。使用する油揚げは地元の豆腐店の

もので、厚みがあり、お椀いっぱいの大きさだったと言います。「切っ

てない油揚げがドンとお椀に入っているから、初めて見た時は驚

いたわ」と話すのは佐藤美保子さん。他県から嫁いできたため

「に」を知らず、葬儀の手伝いを通してつくり方を覚えたと言いま

す。「荒浜はどこか一軒で不幸があれば、集落の4分の1が動

いたからね。ああでもないこうでもないって言いながら地元のお母

さんたち皆でつくるから毎回味が微妙に違うんだよ」。美保子さん

がつくる「に」は、夫の善一さんの好みに合わせて甘めの仕上が

りです。最終的に味見役の家庭の味になるため、「アンタんとこは

甘いから、味見役しなくていいわって言われたこともあるの」と笑

います。「最初に油揚げに穴を開けると破裂防止にもなるし、味

染みも良くなるよ」と、コツを教えてくれました。

材料（4人分）
◆干しシイタケの戻し汁　800cc
◆厚みのある油揚げ　4枚
◆しょうが　適量
◆せり、三つ葉など季節の青菜　適量
●砂糖　大さじ2
●塩　小さじ1
●めんつゆ　大さじ3
●うま味調味料　小さじ1

つくり方
1.油揚げに菜箸などで穴を開ける
2.鍋に油揚げ、干しシイタケの戻し汁を入れる
3.鍋を火にかけ、煮立ったら●の調味料で味をつける
4.味が決まったら弱火にして30分ほど煮込む
5.器に盛り、季節の青菜、擦ったしょうがをのせて完成

材 料・レ シ ピ
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｜表｜紙｜の｜ひ｜と｜

 阿部いみ子さん　三浦典子さん　鈴木たえ子さん

 山下和磨さん　阿部美幸さん　瀬戸恭子さん

 川島裕伸さん　
　2013年7月、宮城野区岡田の南蒲生地区に開業した養液栽

培による農業施設「みちさき」。3つの大きな棟では葉物、トマト、

イチゴが生産され、主に大手小売店などに卸されています。従

事する方々は被災された方が多く、その口からは働くことの喜

びが聞かれます。地元から通う川島さんは「被災した土地に出

来た、注目されている野菜工場で働けることがうれしい」と話し、

若林区井土出身の三浦さんは、「震災前まで農家だったから、野

菜に囲まれて元気づくね」と話します。「被災沿岸部に雇用を生

み出す目的が大きく、その義務はある程度果たせている」と話

す菊地守社長も、井土で被災しました。この地を選んだ理由と

して、南蒲生町内会からの熱心な誘致があったこと、ゆくゆく

は近接する下水処理施設の排熱を施設の温室化に運用すること

を目指している点を挙げます。近い将来の展望として掲げるの

は、地域と連携した振興。毎週土曜日に開く朝市は盛況で、い

ずれは近隣農家が育てた農作物も一緒に売り出す場になれば、

との思いは地域も同じです。「南蒲生を人の集まる場に」という

皆の思いが少しずつ育ち始めています。　

　仙台発 震災復興 地域かわら版「みらい
ん」は、復興に向かう仙台市東部沿岸地域
の現在の様子、仮設住宅のコミュニティづ
くり、生活再建に資する情報などをお届け
するため2011年12月に創刊されました。
　震災から4年目を迎え、仙台市内に住む
被災された方々の状況は、今も刻々と変化
し続けています。みらいん編集部は、そん
な皆さんの再建に向けての取り組みや心模
様を取材し、本冊子を今年度、隔月で発行
していきます。
　次の一歩を踏み出すための情報紙とし
て、または、懐かしい顔を見つける読み物
として…。本紙が少しでも皆さんのお役に
立つことができれば幸いです。

「みらいん」編集部一同

ごあいさつ

仙台発 震災復興 地域かわら版
みらいん【30 号】
2014 年 5 月 1 日発行

発　行

仙台市

企画・編集

協同組合みやぎマルチメディア・マジック
岡崎裕子
熱海奈穂子／網野武明／鉅鹿大輔／菊地明彦
齋藤孝之／佐藤有希／芳賀幸子
金子秀樹

印　刷

ハリウ コミュニケーションズ株式会社

協　力

河北新報社

特別協力（五十音順、敬称略）

産直広場ぐるぐる
JA 仙台農産物直売所　たなばたけ高砂店

お問い合わせ

〒984-0011　仙台市若林区六丁の目西町 2-12
協同組合みやぎマルチメディア・マジック

「みらいん」編集部
Tel.022-390-5755　Fax.022-390-5756
kawara@mmmm.or.jp

撮影場所／「みちさき」ハウス内（宮城野区）。現在、アルバイト、パートの若い力を大募集中です。
　　　　　 盛況の「朝イチマルシェ」は毎週土曜日朝 7 時から。

　震
災
か
ら
十
日
後
に
久
美
子
ち
ゃ
ん
と
会
っ
た
時

は
、
周
り
も
は
ば
か
ら
ず
に
抱
き
合
っ
て
、
お
互
い

に
声
を
出
し
て
泣
き
ま
し
た
ね
。

　あ
れ
か
ら
三
年
。
久
美
子
ち
ゃ
ん
は
い
つ
も
私
を

支
え
て
く
れ
ま
し
た
。
衣
服
の
世
話
か
ら
ア
パ
ー
ト

探
し
ま
で
、
あ
な
た
が
い
な
か
っ
た
ら
、
私
や
娘
は

ど
う
な
っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　思
い
返
せ
ば
、
高
校
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
で
知

り
合
っ
て
か
ら
、
私
が
名
取
市
閖
上
に
嫁
い
で
も
、

友
人
と
し
て
い
つ
も
話
し
相
手
に
な
っ
て
く
れ
て
い

た
久
美
子
ち
ゃ
ん
。
若
林
区
の
借
り
上
げ
民
間
賃
貸

住
宅
に
住
ん
で
い
る
今
は
ご
近
所
さ
ん
で
、
毎
日
で

も
会
っ
て
お
話
で
き
る
け
れ
ど
も
、
き
ち
ん
と
お
礼

の
言
葉
を
伝
え
て
い
な
か
っ
た
か
も
し
ま
せ
ん
。

　久
美
子
ち
ゃ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
あ
な
た
が
長
い
間
友
人
で
い
て
く
れ
て
良

か
っ
た
。
今
で
は
す
っ
か
り
元
気
を
取
り
戻
し
て
、

あ
ち
ら
こ
ち
ら
へ
自
転
車
で
出
か
け
る
毎
日
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、ふ
た
り
の
女
子
会
を
、よ
ろ
し
く
ね
！

富
田
ゆ
き
み
さ
ん

　ゆ
き
み
！
あ
な
た
が
い
て
く
れ
て
良
か
っ
た
よ
。

震
災
後
は
、
心
配
で
心
配
で
、
生
き
て
会
え
る
こ
と

を
半
分
あ
き
ら
め
て
い
た
く
ら
い
だ
っ
た
。

　今
は
私
の
方
が
支
え
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
ゆ
き

み
が
近
所
に
い
て
く
れ
て
、
気
持
ち
が
と
っ
て
も
楽

に
な
っ
た
ん
だ
よ
。
ず
っ
と
女
子
会
続
け
よ
う
ね
！

初
田
久
美
子
さ
ん
よ
り

か
ら
の
お
便
り

●参加にあたっては応募が必要です。下記をご覧ください。
●対象者／東日本大震災で被災した、現在太白区にお住まいの方10
名。応募多数の場合、抽選とさせていただきます
●開催日／ 5月31日（土）10：00～12：00
●会場／太白区中央市民センター
●応募方法／ 2ページの「みらいん」編集部お問い合わせ先に電話でご
連絡ください
●応募締切／ 5月23日（金）

前 略
お 元 気
で す か

（前列右から
　  時計回り）

お
便
り
を

　受
け
取
�
た

消しゴムはんこでポストカードをつくってみませんか？
　「みらいん」では、消しゴムはんこを押してポストカードをつくり、大切
な人にあててメッセージを書く体験教室を開催します。教室でつくったポ
ストカードの中から、次号のこのコーナーに掲載するハガキを選出します。
はじめての方でも簡単にできます。ぜひご参加ください。参加無料。
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震災から丸3年、仙台市内では

仮の住まいでの暮らしを経て

自宅を再建する方が増えてきました。

　
南
三
陸
町
志
津
川
で
被
災
し
た
小
山
盛
記
さ
ん

が
、
避
難
所
や
仮
設
住
宅
生
活
な
ど
で
体
調
を
崩
し

た
孫
の
倖
花
ち
ゃ
ん
の
生
活
環
境
を
考
え
て
、
泉
区

黒
松
の
築
十
七
年
の
中
古
住
宅
を
購
入
、
入
居
し
た

の
は
昨
夏
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
期
日
通
り
に

終
わ
ら
な
か
っ
た
上
下
水
道
工
事
な
ど
が
並
行
し
て

行
わ
れ
る
な
か
始
ま
っ
た
新
生
活
は
、
断
水
が
あ
っ
た

り
と
せ
わ
し
な
い
も
の
で
し
た
。
冬
に
よ
う
や
く
工
事

も
済
み
、
生
活
に
落
ち
着
き
が
出
て
き
た
最
近
は
、

「
近
く
で
何
か
仕
事
を
見
つ
け
て
動
き
出
し
た
い
」と
、

同
居
す
る
娘
の
さ
ち
江
さ
ん
。
そ
し
て
倖
花
ち
ゃ
ん

は
友
だ
ち
に
会
え
る
幼
稚
園
を
楽
し
み
に
毎
日
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
一
方
、「
近
所
と
交
流
し
た
い
と
い
う

気
持
ち
よ
り
、
今
は
ま
だ
故
郷
の
方
が
気
に
な
る
」

と
妻
の
和
子
さ
ん
。「
や
っ
ぱ
り
故
郷
、
戸
倉
の
海
を

見
な
が
ら
暮
ら
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
を
胸
に
、
盛

記
さ
ん
は
窓
の
外
に
広
が
る
森
を
眺
め
る
毎
日
で
す
。

　
今
ま
で
の
住
ま
い
と
比
べ
る
と
狭
い
と
感
じ
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
、
隣
に
建
つ
小
学
校
か
ら
子
ど
も
た

ち
の
声
が
響
く
今
の
環
境
に
救
わ
れ
て
い
る
と
い
う
夫

妻
。
こ
れ
か
ら
家
を
購
入
す
る
方
へ「
我
慢
せ
ず
に
期

待
を
し
て
い
れ
ば
、
願
い
は
叶
う
」と
助
言
を
し
、「
孫

の
た
め
に
皆
で
力
を
合
わ
せ
、
病
気
を
し
な
い
で
元

気
で
い
た
い
」と
話
し
ま
す
。

孫
の
こ
れ
か
ら
を
考
え
て
決
め
た
物
件

小
山
盛
記
さ
ん
ご
一
家

　
宮
城
野
区
南
蒲
生
町
内
会
で
海
に
近
い
場
所
に
住

ん
で
い
た
芳
賀
さ
ん一
家
は
、
そ
の
地
域
が
災
害
危
険

区
域
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
自
宅
を
他
の
場
所
に
再

建
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
芳
賀
さ
ん
を
含
む
五

世
帯
が
ま
と
ま
り
、
仙
台
市
の
防
災
集
団
移
転
促
進

事
業
と
し
て
最
初
の
整
備
と
な
っ
た
同
町
内
会
の「
蒲

生
雑
子
袋
地
区
」を
移
転
先
と
し
て
決
定
。
長
男
・

慎
さ
ん（
撮
影
の
日
は
仕
事
で
不
在
）が
施
主
と
な
っ

て
、
家
族
皆
で
た
く
さ
ん
の
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
各
地

の
住
宅
展
示
場
を
じ
っ
く
り
見
て
ま
わ
っ
た
上
で
、

メ
ー
カ
ー
を
決
め
ま
し
た
。「
注
文
住
宅
と
言
う
割
に

自
社
プ
ラ
ン
に
は
め
込
も
う
と
す
る
会
社
が
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
」と
語
る
妻
の
靜
子
さ
ん
。
一
家
の
要
望

に
真
摯
に
対
応
し
て
く
れ
る
メ
ー
カ
ー
が
決
ま
っ
た
後

は
、
慎
さ
ん
が
内
装
や
設
備
な
ど
全
て
を
決
め
て
い

き
ま
し
た
。
お
日
柄
を
選
び一家
が
引
っ
越
し
た
の
は
、

大
安
の
今
年
三
月
十
六
日
で
し
た
。

　
実
際
に
住
ん
で
み
て
の
感
想
は
、「
家
の
住
み
心
地

は
い
い
し
、
知
っ
て
い
る
人
が
近
所
に
い
る
か
ら
ほ
っ
と

し
た
っ
て
い
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。
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城
野
区
蒲
生
で
被
災
、
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生
活
を
経
て
、

昨
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に
青
葉
区
錦
ヶ
丘
へ
移
転
し
た
篠
澤
さ
ん
ご一

家
。
世
帯
主
の
裕
子
さ
ん
と
父
母
、
弟
、
長
男
に
、

か
わ
い
い
柴
犬
の
五
人
と
一
匹
暮
ら
し
で
す
。
こ
こ
を

選
ん
だ
決
め
手
は
、
裕
子
さ
ん
の
勤
め
先
に
近
い
こ
と

と
、
南
向
き
で
日
当
た
り
が
よ
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　「近
所
の
方
は
と
て
も
い
い
方
ば
か
り
な
ん
で
す
」

と
母
の
芳
江
さ
ん
。
庭
の一角
を
家
庭
菜
園
に
す
る
た

め
に
、
現
在
土
起
こ
し
中
。
野
菜
が
育
っ
た
ら
、
近

所
へ
お
裾
分
け
す
る
予
定
だ
そ
う
。
小
学
三
年
生
の

長
男
、
叶
夢
く
ん
も
す
ぐ
に
友
だ
ち
が
で
き
て
、
家

を
行
き
来
す
る
な
ど
、
ご
家
族
は
新
た
な
交
流
を
見

つ
け
て
い
ま
し
た
。

　家
を
新
築
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、本
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
情
報
収
集
、
展
示
場
の
見
学
な
ど
で
勉
強
し
、

「
建
て
た
い
家
を
明
確
に
イ
メ
ー
ジ
し
た
」と
裕
子
さ

ん
。
間
取
り
、
水
回
り
な
ど
の
細
部
ま
で
こ
だ
わ
り
、

納
得
い
く
ま
で
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
と
打
ち
合
わ
せ
を
重

ね
ま
し
た
。
入
居
後
も
、
階
段
の
幅
を
直
す
な
ど
、

住
み
や
す
さ
の
追
求
に
妥
協
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　裕
子
さ
ん
の
目
下
の
目
標
は「
来
年
ま
で
に
ヨ
ガ
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
り
、
自
宅
で
教
室
を

開
く
こ
と
」。
こ
だ
わ
り
の
新
居
で
の
新
た
な
展
望
を

描
い
て
い
ま
す
。

新
天
地
で
再
建
、
こ
だ
わ
り
の
新
居

篠
澤
裕
子
さ
ん
ご
一
家

　「地
域
コ
ミ
ュニ
テ
ィっ
て
言
う
と
堅
い
け
れ
ど
、
ご

近
所
が
皆
顔
見
知
り
だ
か
ら
安
心
で
き
る
ん
だ
よ

ね
」と
語
る
の
は
、
若
林
区
三
本
塚
で
自
宅
再
建
中

の
佐
藤
孝
三
さ
ん
で
す
。

　孝
三
さ
ん
は
妻
の
眞
知
子
さ
ん
と
共
に
、
震
災
後

に
地
元
で
組
織
さ
れ
た『
明
日
の
三
本
塚
を
考
え
る

会
』に
参
加
し
て
、
地
域
内
移
転
を
検
討
し
た
り
他

地
域
の
復
興
住
宅
を
勉
強
し
た
り
す
る
な
ど
、
自
宅

再
建
に
む
け
て
積
極
的
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。

　「色
々
と
考
え
た
ん
で
す
が
、
最
終
的
に
故
郷
で
再

建
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
」と
話
す
孝
三
さ
ん
は
、

会
の
活
動
を
通
じ
て
専
門
家
の
紹
介
を
受
け
、
木
造

の
従
来
工
法
で
あ
り
な
が
ら
、
高
気
密
・
高
断
熱
の

家
に
た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

　総
二
階
で
個
室
四
部
屋
に
、
吹
き
抜
け
の
リ
ビ
ン

グ
ル
ー
ム
が
モ
ダ
ン
で
す
。
同
居
す
る
息
子
の
崇
さ
ん

は
建
築
中
の
二
階
自
室
を
見
て「
ウ
ワ
ァ
ー
、
広
い

な
ぁ
」と
大
喜
び
。
眞
知
子
さ
ん
は「
気
密
性
が
高
い

か
ら
部
屋
の
換
気
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
いっ

て
、
設
計
者
か
ら
言
わ
れ
た
ん
で
す
が
、
ち
ょっ
と
緊

張
し
ち
ゃ
い
ま
す
ね
」と
笑
い
ま
す
。

　「生
ま
れ
育
っ
た
三
本
塚
で
す
か
ら
、
友
人
も
い
ま

す
し
、
何
よ
り
も
こ
の
開
放
感
が
良
い
ん
で
す
ね
」。

五
月
の
入
居
が
待
ち
遠
し
い
ご一家
で
す
。

故
郷
で
再
建
す
る
三
人
家
族
で
す

佐
藤
孝
三
さ
ん
ご
一
家

た
か
し

と  

む
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みらいん編集部は、
毎日読者の皆さんと一緒にさまざま
な催しや出来事に参加し、取材してい
ます。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

2月〜3月

絞ったらスダラガスんだよ
（若林区・荒井小学校用地仮設住宅）

　若林区荒浜か
ら採取した植物
で 草 木 染 めに
チャレンジしまし
た。真っ白な木綿
が自然な色に染
まって、オリジナ
ルハンカチの出
来上がりです。

干 す

2/8（土）

研修会開催
（太白区・芦の口コミュニティ・センター）　芦の口復興公営住宅支援

に関する研修会が開かれ、
多くの地域住民の皆さんが
参加しました。会では、すで
に災害公営住宅への入居が
始まっている美里町から自
治会の会長を招き、取り組
み事例の紹介と意見交換を
実施。皆さん真剣な面持ち
で耳を傾けていました。

仲良く一緒にお相伴
（宮城野区・鶴巻1丁目東公園仮設住宅）

　区内プレハブ
仮設住宅間の交
流が盛んです。
「青葉手打そば教
室」提供のおそば
を、高砂1丁目公
園仮設住宅の皆
さんもお相伴に
預かりました。

2/11（火・祝）

「港元気会」お別れ式
（宮城野区・高砂1丁目公園仮設住宅）

　約60年続いた港町内会の老人クラブ
「港元気会」のお別れ式。在りし日の日和山
や蒲生の映像を観ながら歓談しました。借
り上げ民間賃貸住宅に離れて暮らす方々に
とっては特に心のよりどころでしたが、この
日が最後。「これからも和を大切に、年に1度
は集まりたいね」と会長の星久夫さんです。

3/10（月）

野球解説者のトークショー
（太白区・あすと長町仮設住宅）

　元楽天イーグルスの投手で、現在はス
ポーツコメンテーターとして活躍する山村
宏樹さんを招いてのトークショーが行われ
ました。会場で山村さんは、元プロ野球選手
ならではの逸話の数々を披露。自らの引退
理由や歴代監督の裏話などで盛り上がり、
参加者との交流を深めていました。

3/23（日）

甘味で春を満喫
（太白区・宮城大学太白キャンパス）

　宮城大学食産業学部が被災された方を
対象に、毎月開催している食品加工体験。今
回は桜餅とうぐいす餅づくりです。参加者
と学生ボランティアさんたちが協力し、つ
くった餅は柔らかくてもちもち。最後は余っ
た小豆を使ったぜんざいもいただき、「もう
お腹いっぱい！」と、大満足の皆さんでした。

3/24（月）

夢と希望のまちづくり！
（宮城野区・蒲生）

　高砂学区に住む中高校生が「楽しい防潮
堤と歴史冒険野鳥の広場」と銘打った蒲生
周辺の新たなまちづくり案を発表しました。
貞山運河や舟溜まりの再現、歴史館や震災
資料館、緑の防潮堤の創出など、夢のある
案の数々に大人からは「発想が豊かで素晴
らしい！」と感嘆の声が上がりました。

3/16（日）

2/26（水）

住宅再建へ、大きな一歩
（若林区・六郷） 　東六郷の浸水区域から、

六郷地区への集団移転を計
画する住民グループ「東六
郷移転推進協議会」の移転
地で、地鎮祭が行われまし
た。発足から2年余り、紆余
曲折を経て迎えたハレの日
に「やっとここまでこれた」
と、共同代表の落合義光さ
ん。年内造成完了予定です。

3/30（日）

復
興沿岸部　　　ニュース

東部沿岸に蘇る緑の風景
農地復旧・除塩工事が終了

　昨年、除塩作業が済んだ一部の田んぼ
で3年ぶりに稲作を再開した岡田地区。並
行して進めていた残る予定農地の復旧・除
塩工事は、2月の大雪で遅れが生じました
が、間もなく終了します。復旧した田んぼで
は今年、震災以降、将来を見据えた集落営
農に乗り出した「岡田生産組合」の南蒲生・
堀切・新浜班が作付を手がけ、その面積
は、昨年の約4倍にあたる104㌶になる予定
です。工事中断中の新浜東通区域は、今
年5月から復旧工事を再開予定です。

宮城野区

若林区沿岸部を安全に
名取川河川堤防が復旧

　名取川の河口付近、若林区の東南端に
位置する藤塚地区で、堤防の災害復旧工
事が完了しました。この堤防は既に完成し
た貞山運河堤防と連結して、内陸部を津波
や洪水から守ります。
　堤防から仙台市内を眺めれば、遠く太白
山から泉ヶ岳を望み、かつては藤塚の集落
が軒を連ねていました。復旧したこの堤防
は、沿岸部に住む方の安心・安全な生活を
支え、新しい沿岸部の暮らしを守っていき
ます。

若林区

震
災
か
ら
三
年
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
三
年
を
迎
え
た
三
月
、
市
内
各
地
で
追
悼
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◀宮城野区中野小学校駐車場跡地
　慰霊塔前で行われた
　「東日本大震災中野学区合同慰霊祭」

◀七郷中学校OBの
　HOPE FOR projectによる、
　若林区荒浜小学校での
　バルーンリリース

▲青葉区仙台国際センターで行われた
　「東日本大震災仙台市追悼式」

▲太白区あすと長町仮設住宅の追悼集会。
　東方向へ黙とうを捧げました

▲若林区井土海楽寺の
　「3.11を心に刻む集い」

▲若林区荒浜慰霊塔での献花。
　14時46分には黙とうが捧げられました

▲宮城野区中野小学校駐車場跡地の「阪神淡路
　大震災と東日本大震災合同のキャンドル鎮魂祭」

若林区荒井小学校用地仮設住宅での▶
お逮夜。浄土寺住職の読経

たいや

3月9日（日）

3月10日（月）

3月11日（火）
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みらいん編集部は、
毎日読者の皆さんと一緒にさまざま
な催しや出来事に参加し、取材してい
ます。その一部をご紹介します。

みらいん編集部

取材ダイアリー

2月〜3月

絞ったらスダラガスんだよ
（若林区・荒井小学校用地仮設住宅）

　若林区荒浜か
ら採取した植物
で 草 木 染 めに
チャレンジしまし
た。真っ白な木綿
が自然な色に染
まって、オリジナ
ルハンカチの出
来上がりです。

干 す

絞ったらスダラガスんだよ
（

2/8（土）
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で耳を傾けていました。
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　区内プレハブ
仮設住宅間の交
流が盛んです。
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さんもお相伴に
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仲良く一緒にお相伴
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り上げ民間賃貸住宅に離れて暮らす方々に
とっては特に心のよりどころでしたが、この
日が最後。「これからも和を大切に、年に1度
は集まりたいね」と会長の星久夫さんです。

3/10（月）

野球解説者のトークショー
（太白区・あすと長町仮設住宅）

　元楽天イーグルスの投手で、現在はス
ポーツコメンテーターとして活躍する山村
宏樹さんを招いてのトークショーが行われ
ました。会場で山村さんは、元プロ野球選手
ならではの逸話の数々を披露。自らの引退
理由や歴代監督の裏話などで盛り上がり、
参加者との交流を深めていました。

3/23（日）

甘味で春を満喫
（太白区・宮城大学太白キャンパス）

　宮城大学食産業学部が被災された方を
対象に、毎月開催している食品加工体験。今
回は桜餅とうぐいす餅づくりです。参加者
と学生ボランティアさんたちが協力し、つ
くった餅は柔らかくてもちもち。最後は余っ
た小豆を使ったぜんざいもいただき、「もう
お腹いっぱい！」と、大満足の皆さんでした。

3/24（月）

夢と希望のまちづくり！
（宮城野区・蒲生）

　高砂学区に住む中高校生が「楽しい防潮
堤と歴史冒険野鳥の広場」と銘打った蒲生
周辺の新たなまちづくり案を発表しました。
貞山運河や舟溜まりの再現、歴史館や震災
資料館、緑の防潮堤の創出など、夢のある
案の数々に大人からは「発想が豊かで素晴
らしい！」と感嘆の声が上がりました。

3/16（日）

2/26（水）

住宅再建へ、大きな一歩
（若林区・六郷） 　東六郷の浸水区域から、

六郷地区への集団移転を計
画する住民グループ「東六
郷移転推進協議会」の移転
地で、地鎮祭が行われまし
た。発足から2年余り、紆余
曲折を経て迎えたハレの日
に「やっとここまでこれた」
と、共同代表の落合義光さ
ん。年内造成完了予定です。

3/30（日）

復
興沿岸部　　　ニュース

東部沿岸に蘇る緑の風景
農地復旧・除塩工事が終了

　昨年、除塩作業が済んだ一部の田んぼ
で3年ぶりに稲作を再開した岡田地区。並
行して進めていた残る予定農地の復旧・除
塩工事は、2月の大雪で遅れが生じました
が、間もなく終了します。復旧した田んぼで
は今年、震災以降、将来を見据えた集落営
農に乗り出した「岡田生産組合」の南蒲生・
堀切・新浜班が作付を手がけ、その面積
は、昨年の約4倍にあたる104㌶になる予定
です。工事中断中の新浜東通区域は、今
年5月から復旧工事を再開予定です。

宮城野区

若林区沿岸部を安全に
名取川河川堤防が復旧

　名取川の河口付近、若林区の東南端に
位置する藤塚地区で、堤防の災害復旧工
事が完了しました。この堤防は既に完成し
た貞山運河堤防と連結して、内陸部を津波
や洪水から守ります。
　堤防から仙台市内を眺めれば、遠く太白
山から泉ヶ岳を望み、かつては藤塚の集落
が軒を連ねていました。復旧したこの堤防
は、沿岸部に住む方の安心・安全な生活を
支え、新しい沿岸部の暮らしを守っていき
ます。
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◀宮城野区中野小学校駐車場跡地
　慰霊塔前で行われた
　「東日本大震災中野学区合同慰霊祭」

◀七郷中学校OBの
　HOPE FOR projectによる、
　若林区荒浜小学校での
　バルーンリリース

▲青葉区仙台国際センターで行われた
　「東日本大震災仙台市追悼式」

▲太白区あすと長町仮設住宅の追悼集会。
　東方向へ黙とうを捧げました

▲若林区井土海楽寺の
　「3.11を心に刻む集い」

▲若林区荒浜慰霊塔での献花。
　14時46分には黙とうが捧げられました

▲宮城野区中野小学校駐車場跡地の「阪神淡路
　大震災と東日本大震災合同のキャンドル鎮魂祭」

若林区荒井小学校用地仮設住宅での▶
お逮夜。浄土寺住職の読経

たいや

3月9日（日）

3月10日（月）

3月11日（火）



これから整備される復興公営住宅、
防災集団移転促進事業の宅地ができる地域の様子と、
地域で交流を楽しむ方々をご紹介します。

　
青
葉
区
通
町
は
、
伊
達
政
宗
公
が
祭
ら
れ
た
青
葉
神
社
が
あ

る
由
緒
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
も
と
か
ら
奥
州
街
道
沿
い
に
あ
る
、

交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地
で
し
た
が
、
近
年
開
通
し
た
北

山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
利
便
性
も
ア
ッ
プ
。
集
合
住
宅
な
ど
の
建

設
が
相
次
ぐ
な
ど
、
周
辺
人
口
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
を
中
心
と
し
た
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
で
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
通
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
通
町
地
区
町
内
会
連

合
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
区
民
体
育
振
興
会
が
一
致

団
結
。
地
元
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
を
促
し
て

い
ま
す
。

　
通
町
復
興
公
営
住
宅
の
工
事
の
進
捗
具

合
は
、
四
月
上
旬
現
在
、
基
礎
工
事
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地域の絆を見直して
　　　新たなコミュニティを構築

通町エリア
（青葉区）

霊屋・霊屋下
エリア
（青葉区）

おたまや おたまやした

❶通町地区町内会連合会　27町内会4700世帯が所属する連合会で、
他の地域団体と連携をとりながら、さまざまなイベントに参加してい
ます。住民の一体感を育む通町学区民親睦大運動会をはじめ、盆踊
りや合同防災訓練などの行事を、年間を通して行っています。
❷北田町町内会　通町復興公営住宅建設予定地の町内会。近隣町内会
の中では一番多い約500世帯が、レクリエーション活動や老人会など
の催しで交流を図っています。
❸通町学区民体育振興会　月に2回のグラウンドゴルフ大会をはじめ、
住民の体力増進の一助を担っています。
❹通町地区社会福祉協議会　一年間を通して「いきいきサロン」を開
催。体操や絵手紙教室などの生き甲斐づくりを応援しています。
❺官城岳風会小田原教場　通町コミュニティ・センターで活動する詩吟
サークル。週に1回2時間ほど活動中。問／022-278-6431（西澤）

霊屋・霊屋下霊屋・霊屋下霊屋・霊屋下霊屋・霊屋下

地域の町内会＆交流グループなど

❶片平地区まちづくり会　片平地区連合町内会が母体となり、片平学区
民体育振興会や片平地区社会福祉協議会、片平地区民生委員・児童
委員協議会、片平市民センター・児童館などで構成された団体です。
イベントなどを通し、まちづくりに取り組みます。
❷霊屋下町内会　霊屋、霊屋下の復興公営住宅建設予定地の町内会。
年間を通してサロンの開催や清掃活動などを行っています。
❸霊屋復興公営住宅を考える会　霊屋下町内会をはじめ、片平地区ま
ちづくり会や学識者などが一体となり、同住宅への入居者の受け入れ
態勢や入居後の交流などについて話し合っています。
❹片平児童館　通常の児童館業務に加え、子育て世代が気軽に参加で
きる「ハッピーパパ・ママの子育てカフェ」などを開催します。
❺片平市民センター　60歳以上が対象の「シニア麟経大学」をはじめ、
地域の生涯学習の拠点として、多彩な催しなどが行われます。

地域の町内会＆交流グループなど

❶通町地区町内会連合会

❶片平地区まちづくり会

❷北田町町内会

❸通町学区民体育振興会

❺官城岳風会小田原教場

❸霊屋復興公営住宅を考える会

❹片平児童館

❺片平市民センター

❹通町地区社会福祉協議会

▲官城岳風会で使う教本と
　カセットプレーヤー

▲片平地区の歴史や地図を
　まとめた「ウエルカム片平」

◀片平地区の各町内会では
　花壇づくりなどを通して
　地域の交流を図ります

▲いきいきサロンでは
　ボールを使った体操も

❷霊屋下町内会

　
霊
屋
・
霊
屋
下
エ
リ
ア
は
、
藩
政
時
代
か
ら
の
佇
ま
い

を
色
濃
く
残
す
町
で
す
。
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
る
地
域

内
に
は
、
東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
宮
城
県

工
業
高
校
や
片
平
丁
小
学
校
、
片
平
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

多
く
の
文
教
施
設
が
点
在
。
近
隣
に
は
、
藩
祖
・
伊
達
政

宗
公
の
墓
所
と
し
て
造
営
さ
れ
た
瑞
鳳
殿
が
鎮
座
す
る
な

ど
、
文
化
的
な
香
り
の
漂
う
エ
リ
ア
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
連
合
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
片
平
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
た「
片
平
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
」を
設
立
。
地
域
活
性
化
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
月
上
旬
現
在
、
霊
屋
復

興
公
営
住
宅
は
ま
も
な
く

着
工
す
る
予
定
。
霊
屋
下

復
興
公
営
住
宅
は
基
礎

工
事
中
で
す
。

地域一体となったまちづくり
　　新たな絆づくりにも積極的

りんけい
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これから
住むまち
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る
由
緒
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。
も
と
か
ら
奥
州
街
道
沿
い
に
あ
る
、

交
通
の
便
に
恵
ま
れ
た
住
宅
地
で
し
た
が
、
近
年
開
通
し
た
北

山
ト
ン
ネ
ル
に
よ
り
利
便
性
も
ア
ッ
プ
。
集
合
住
宅
な
ど
の
建

設
が
相
次
ぐ
な
ど
、
周
辺
人
口
の
増
加
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
町
内
会
を
中
心
と
し
た
交
流
が
積
極
的
に
行
わ
れ
て

い
る
エ
リ
ア
で
、
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
役
割
を
担
う
通
町

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
、
通
町
地
区
町
内
会
連

合
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、
学
区
民
体
育
振
興
会
が
一
致

団
結
。
地
元
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
性
化
を
促
し
て

い
ま
す
。

　
通
町
復
興
公
営
住
宅
の
工
事
の
進
捗
具

合
は
、
四
月
上
旬
現
在
、
基
礎
工
事
中
と

な
っ
て
い
ま
す
。

地域の絆を見直して
　　　新たなコミュニティを構築

通町エリア
（青葉区）

霊屋・霊屋下
エリア
（青葉区）

おたまや おたまやした

❶通町地区町内会連合会　27町内会4700世帯が所属する連合会で、
他の地域団体と連携をとりながら、さまざまなイベントに参加してい
ます。住民の一体感を育む通町学区民親睦大運動会をはじめ、盆踊
りや合同防災訓練などの行事を、年間を通して行っています。
❷北田町町内会　通町復興公営住宅建設予定地の町内会。近隣町内会
の中では一番多い約500世帯が、レクリエーション活動や老人会など
の催しで交流を図っています。
❸通町学区民体育振興会　月に2回のグラウンドゴルフ大会をはじめ、
住民の体力増進の一助を担っています。
❹通町地区社会福祉協議会　一年間を通して「いきいきサロン」を開
催。体操や絵手紙教室などの生き甲斐づくりを応援しています。
❺官城岳風会小田原教場　通町コミュニティ・センターで活動する詩吟
サークル。週に1回2時間ほど活動中。問／022-278-6431（西澤）

な
っ
て
い
ま
す
。

　　　新たなコミュニティを構築　　　新たなコミュニティを構築

地域の町内会＆交流グループなど

❶片平地区まちづくり会　片平地区連合町内会が母体となり、片平学区
民体育振興会や片平地区社会福祉協議会、片平地区民生委員・児童
委員協議会、片平市民センター・児童館などで構成された団体です。
イベントなどを通し、まちづくりに取り組みます。
❷霊屋下町内会　霊屋、霊屋下の復興公営住宅建設予定地の町内会。
年間を通してサロンの開催や清掃活動などを行っています。
❸霊屋復興公営住宅を考える会　霊屋下町内会をはじめ、片平地区ま
ちづくり会や学識者などが一体となり、同住宅への入居者の受け入れ
態勢や入居後の交流などについて話し合っています。
❹片平児童館　通常の児童館業務に加え、子育て世代が気軽に参加で
きる「ハッピーパパ・ママの子育てカフェ」などを開催します。
❺片平市民センター　60歳以上が対象の「シニア麟経大学」をはじめ、
地域の生涯学習の拠点として、多彩な催しなどが行われます。

地域の町内会＆交流グループなど

❶通町地区町内会連合会

❶片平地区まちづくり会

❷北田町町内会

❸通町学区民体育振興会

❺官城岳風会小田原教場

❸霊屋復興公営住宅を考える会

❹片平児童館

❺片平市民センター

❹通町地区社会福祉協議会

▲官城岳風会で使う教本と
　カセットプレーヤー

▲片平地区の歴史や地図を
　まとめた「ウエルカム片平」

◀片平地区の各町内会では
　花壇づくりなどを通して
　地域の交流を図ります

▲いきいきサロンでは
　ボールを使った体操も

❷霊屋下町内会

　
霊
屋
・
霊
屋
下
エ
リ
ア
は
、
藩
政
時
代
か
ら
の
佇
ま
い

を
色
濃
く
残
す
町
で
す
。
閑
静
な
住
宅
街
が
広
が
る
地
域

内
に
は
、
東
北
大
学
片
平
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ほ
か
、
宮
城
県

工
業
高
校
や
片
平
丁
小
学
校
、
片
平
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど

多
く
の
文
教
施
設
が
点
在
。
近
隣
に
は
、
藩
祖
・
伊
達
政

宗
公
の
墓
所
と
し
て
造
営
さ
れ
た
瑞
鳳
殿
が
鎮
座
す
る
な

ど
、
文
化
的
な
香
り
の
漂
う
エ
リ
ア
で
す
。

　
こ
の
地
域
で
は
、
連
合
町
内
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議

会
、
片
平
市
民
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
連
携
し
た「
片
平
地
区
ま

ち
づ
く
り
会
」を
設
立
。
地
域
活
性
化
の

た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
一
体
と
な
っ
た
ま
ち

づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
四
月
上
旬
現
在
、
霊
屋
復

興
公
営
住
宅
は
ま
も
な
く

着
工
す
る
予
定
。
霊
屋
下

復
興
公
営
住
宅
は
基
礎

工
事
中
で
す
。

地域一体となったまちづくり
　　新たな絆づくりにも積極的

りんけい

11 10

これから
住むまち



　
戦
後
、
住
宅
街
と
し
て
開
発
が
始
ま
っ
た

幸
町
。
そ
の
地
名
に
は
、「
皆
で
幸
せ
な
町
を

つ
く
ろ
う
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
田
園
地
帯
や
工
業
地
帯
と
し

て
土
地
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

は
多
く
の
集
合
住
宅
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
、
住
み
や
す
さ

で
人
気
の
町
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
町
南
復
興
公
営
住
宅
が
建
つ
地
区
を
取

り
ま
と
め
る
の
は
、
幸
町
南
学
区
連
合
町
内

会
で
す
。
後
藤
次
男
連
合
町
内
会
長
を
中
心

に
、
地
域
の
方
々
は
町
の
利
便
性
を
活
か
し

な
が
ら
楽
し
く
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
。
幸
町
市
民
セ
ン
タ
ー
や
幸
町
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
交
流
拠

点
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幸
町
南
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
は
、
五
月

半
ば
か
ら
着
工
と
な
る
予
定
で
す
。

「幸せな町」を
一緒につくる仲間が集う

幸町南エリア
（宮城野区）

中倉・大和町
エリア
（若林区）

❶幸町南学区連合町内会　復興公営住宅が建つ幸町町内会を含む11の町内会で構成。5月の体育祭、7月
の夏まつり、11月の防災訓練などを通して地域の方々が交流しています。
❷幸南復興太鼓　昨年、幸町南小学校5年生が活動を始めた創作和太鼓。震災後、新たな地域文化の継
承をと、市内の和太鼓ユニット「Atoa.」の指導のもとで練習を行いました。
❸わいわい農園　幸町市民センターの一角にある畑を会場に、春～夏は参加者全員で農業体験。秋以降は
参加者各自に畑が割り当てられ、思い思いに農作物を育てることができます。
❹アミューズおひさま　被災した方と地域の方をお茶会などでつなぐ交流事業を行うNPO法人。子育て・
高齢者支援や各種相談にも応じています。問／022-291-1916（アミューズおひさま）
❺さいわい絵手紙サークル　幸町市民センターで、毎月2回木曜日に開催。会員は皆初心者で、のんびりムー
ドで絵手紙づくりを楽しんでいます。

地域の町内会＆交流グループなど

❶大和地区連合町内会　復興公営住宅建設予定地を含む9町内会の
4300世帯で構成されています。避難訓練や学区民対抗で行われる運
動会などで親睦を図り、明るいまちづくりを実践しています。
❷大和中倉町内会　中倉に建設される復興公営住宅所属予定の町内会
です。防災訓練や夜回りなどの活動のほか、料理教室や陶芸教室、
ボウリング大会など、積極的な活動を行っています。
❸中倉みづほ会　中倉の65歳以上のメンバーで構成される老人会。ゲー
トボールや清掃活動など、週3回ほど集まり交流しています。
❹大和町5丁目町内会　大和町の復興公営住宅が建つ地域の町内会。
芋煮会や運動会、餅つき大会などイベント盛りだくさん。
❺大和地区子供会　各町内会の児童が集まり、餅つき大会や交通安全
パレードなど、年間を通じてさまざまな交流活動を実施しています。
大和町5丁目地区の子供会では、地域を彩る七夕飾り制作を行います。

地域の町内会＆交流グループなど

❶幸町南学区連合町内会　

❷幸南復興太鼓　

❹アミューズおひさま　

❺さいわい絵手紙サークル

❸中倉みづほ会

❹大和町5丁目町内会

❺大和地区子供会　

❸わいわい農園

❷大和中倉町内会

　
二
〇
一
五
年
開
業
の
地
下
鉄
東
西
線「
卸
町
駅
」

に
ほ
ど
近
い
中
倉
・
大
和
町
エ
リ
ア
は
、
江
戸
時
代

か
ら
仙
台
藩
の
城
下
町
の
一
部
と
し
て
栄
え
て
き
た

町
で
す
。
こ
の
周
辺
は
、
古
く
か
ら
枕
詞
に
も
な
っ

て
い
る「
宮
城
野
」の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
弥
生

時
代
か
ら
の
遺
跡
や
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財「
薬

師
堂
」な
ど
が
点
在
す
る
由
緒
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
中
倉
と
大
和
町
の
復
興
公
営
住
宅
が
建
つ
エ
リ
ア

内
に
あ
る
大
和
地
区
連
合
町
内
会
は
、
九
つ
の
町
内

会
が
合
同
で
行
う
避
難
訓
練
や
運
動
会
の
ほ
か
、
商

店
街
を
彩
る
七
夕
飾
り
の
制
作
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
全
体
で
街
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
上
旬
現
在
、
中
倉
、
大
和
町
復
興
公
営
住
宅

は
共
に
基
礎
工
事
中
で
す
。

多彩なイベント目白押し
古から栄える城下町エリア

❶大和地区連合町内会

各復興公営住宅の立地や間取りなどの情報は「平成25年度復興公営住宅情報」（仙台市都市整備局復興公営住宅室発行）でご確認くださ
い。冊子をご覧になりたい方は、現在お住まいの区役所まちづくり推進課にお問い合わせください。
青葉区／022-225-7211、宮城総合支所／022-392-2111、宮城野区／022-291-2111、若林区／022-282-2111、太白区／022-247-1111、
泉区／022-372-3111（すべて代表番号）

さいわい絵手紙　
　サークルの作品▶

幸南復興太鼓で
使用している和太鼓▶

薬師堂では毎月8日に
　手づくり市を開催中▶

地域の信仰に欠かせない
陸奥国分寺薬師堂の石碑▼

▲幸町市民センターなどで
　閲覧できる地域の地図

薬師堂では毎月8日に
　手づくり市を開催中▶▶
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これから住むまち

　
戦
後
、
住
宅
街
と
し
て
開
発
が
始
ま
っ
た

幸
町
。
そ
の
地
名
に
は
、「
皆
で
幸
せ
な
町
を

つ
く
ろ
う
」と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
田
園
地
帯
や
工
業
地
帯
と
し

て
土
地
が
活
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
現
在

は
多
く
の
集
合
住
宅
や
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
な
ど
が
立
ち
並
ぶ
、
住
み
や
す
さ

で
人
気
の
町
に
な
り
ま
し
た
。

　
幸
町
南
復
興
公
営
住
宅
が
建
つ
地
区
を
取

り
ま
と
め
る
の
は
、
幸
町
南
学
区
連
合
町
内

会
で
す
。
後
藤
次
男
連
合
町
内
会
長
を
中
心

に
、
地
域
の
方
々
は
町
の
利
便
性
を
活
か
し

な
が
ら
楽
し
く
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
。
幸
町
市
民
セ
ン
タ
ー
や
幸
町
南
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
を
地
域
の
交
流
拠

点
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
や
サ
ー
ク
ル
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
幸
町
南
復
興
公
営
住
宅
の
建
設
は
、
五
月

半
ば
か
ら
着
工
と
な
る
予
定
で
す
。

「幸せな町」を
一緒につくる仲間が集う

幸町南エリア
（宮城野区）

中倉・大和町
エリア
（若林区）

❶幸町南学区連合町内会　復興公営住宅が建つ幸町町内会を含む11の町内会で構成。5月の体育祭、7月
の夏まつり、11月の防災訓練などを通して地域の方々が交流しています。
❷幸南復興太鼓　昨年、幸町南小学校5年生が活動を始めた創作和太鼓。震災後、新たな地域文化の継
承をと、市内の和太鼓ユニット「Atoa.」の指導のもとで練習を行いました。
❸わいわい農園　幸町市民センターの一角にある畑を会場に、春～夏は参加者全員で農業体験。秋以降は
参加者各自に畑が割り当てられ、思い思いに農作物を育てることができます。
❹アミューズおひさま　被災した方と地域の方をお茶会などでつなぐ交流事業を行うNPO法人。子育て・
高齢者支援や各種相談にも応じています。問／022-291-1916（アミューズおひさま）
❺さいわい絵手紙サークル　幸町市民センターで、毎月2回木曜日に開催。会員は皆初心者で、のんびりムー
ドで絵手紙づくりを楽しんでいます。

地域の町内会＆交流グループなど

❶大和地区連合町内会　復興公営住宅建設予定地を含む9町内会の
4300世帯で構成されています。避難訓練や学区民対抗で行われる運
動会などで親睦を図り、明るいまちづくりを実践しています。
❷大和中倉町内会　中倉に建設される復興公営住宅所属予定の町内会
です。防災訓練や夜回りなどの活動のほか、料理教室や陶芸教室、
ボウリング大会など、積極的な活動を行っています。
❸中倉みづほ会　中倉の65歳以上のメンバーで構成される老人会。ゲー
トボールや清掃活動など、週3回ほど集まり交流しています。
❹大和町5丁目町内会　大和町の復興公営住宅が建つ地域の町内会。
芋煮会や運動会、餅つき大会などイベント盛りだくさん。
❺大和地区子供会　各町内会の児童が集まり、餅つき大会や交通安全
パレードなど、年間を通じてさまざまな交流活動を実施しています。
大和町5丁目地区の子供会では、地域を彩る七夕飾り制作を行います。

地域の町内会＆交流グループなど

❶幸町南学区連合町内会　

❷幸南復興太鼓　

❹アミューズおひさま　

❺さいわい絵手紙サークル

❸中倉みづほ会

❹大和町5丁目町内会

❺大和地区子供会　

❸わいわい農園

❷大和中倉町内会
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と
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。
こ
の
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辺
は
、
古
く
か
ら
枕
詞
に
も
な
っ

て
い
る「
宮
城
野
」の
地
と
し
て
も
知
ら
れ
、
弥
生

時
代
か
ら
の
遺
跡
や
、
国
指
定
の
重
要
文
化
財「
薬

師
堂
」な
ど
が
点
在
す
る
由
緒
あ
る
エ
リ
ア
で
す
。

　
中
倉
と
大
和
町
の
復
興
公
営
住
宅
が
建
つ
エ
リ
ア

内
に
あ
る
大
和
地
区
連
合
町
内
会
は
、
九
つ
の
町
内

会
が
合
同
で
行
う
避
難
訓
練
や
運
動
会
の
ほ
か
、
商

店
街
を
彩
る
七
夕
飾
り
の
制
作
な
ど
を
通
し
て
、
地

域
全
体
で
街
の
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
四
月
上
旬
現
在
、
中
倉
、
大
和
町
復
興
公
営
住
宅

は
共
に
基
礎
工
事
中
で
す
。

多彩なイベント目白押し
古から栄える城下町エリア

❶大和地区連合町内会

各復興公営住宅の立地や間取りなどの情報は「平成25年度復興公営住宅情報」（仙台市都市整備局復興公営住宅室発行）でご確認くださ
い。冊子をご覧になりたい方は、現在お住まいの区役所まちづくり推進課にお問い合わせください。
青葉区／022-225-7211、宮城総合支所／022-392-2111、宮城野区／022-291-2111、若林区／022-282-2111、太白区／022-247-1111、
泉区／022-372-3111（すべて代表番号）

さいわい絵手紙　
　サークルの作品▶

幸南復興太鼓で
使用している和太鼓▶

薬師堂では毎月8日に
　手づくり市を開催中▶

地域の信仰に欠かせない
陸奥国分寺薬師堂の石碑▼

▲幸町市民センターなどで
　閲覧できる地域の地図
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これから住むまち



読者の皆さんが普段何気なく思っていることをはじめ、

皆さんからのお知らせなどをお届けするコーナーです。

お茶飲みしながら、のんびり読んでくださいね。

読者から
ひとこと

●
青
葉
区
家
庭
健
康
課
主
催「
宮
城
・

岩
手
県
沿
岸
部
交
流
会
」か
ら
発
展

し
、
自
主
グ
ル
ー
プ「
ひ
ま
わ
り
会
」を

立
ち
上
げ
ま
し
た
。
宮
城
・
岩
手
県
沿

岸
部
出
身
の
方
同
士
で
お
茶
飲
み
交
流

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
日
程
等
／
五
月

十
六
日（
金
）・
六
月
二
十
日（
金
）十

〜
十
二
時

　
西
本
願
寺
仙
台
別
院（
青

葉
区
）問
／
〇
八
〇（
五
五
六
二
）九
二

一
八（
高
橋
）

 

高
橋
明
さ
ん

●
開
園
以
来
四
百
七
十
九
名
の
卒
園
生

を
送
り
出
し
た
若
林
区
東
六
郷
幼
児
学

園
が
、
三
十
二
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
お
別
れ
の
式
典
に
は
、
卒
園

生
や
保
護
者
な
ど
が
集
ま
り
、
学
園
歌

を
合
唱
し
て
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

 

運
営
委
員
長

　
阿
部
東
悦
さ
ん

●
五
月
三
十
一
日（
土
）・
六
月
一
日

（
日
）、
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
と
エ
ク
ス
テ
リ

ア
の
催
し「
希
望
の
芽
二
〇
一
四
イ
ン

夢
メ
ッ
セ
」で
、
手
づ
く
り
ク
ラ
ブ
の

物
品
を
販
売
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す

よ
！ 

皆
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

齋
藤
志
津
子
さ
ん

●
震
災
以
降
仲
間
た
ち
と
続
け
て
き
た

仙
台
湾
で
の
赤
貝
漁
の
収
穫
均
等
配
分

を
六
月
で
終
え
、
九
月
か
ら
は
通
常
の

漁
に
戻
る
。
漁
獲
量
が
減
っ
て
る
の
が

気
が
か
り
だ
。
七
北
田
川
河
口
で
久
し

ぶ
り
に
試
し
た
オ
オ
ジ
ラ
ウ
オ
漁
は
い

ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
来
年
に
期
待
だ
な
。

 

佐
藤
敏
幸
さ
ん

●
宮
城
野
区
岡
田
で
被
災
し
た
方
の
津

波
体
験
談
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
記

録
集
を
つ
く
り
ま
し
た
。
岡
田
学
区
で

被
災
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
お
手
元
に
な

い
方（
一
家
族
一
冊
）に
限
り
本
の
お
届

け
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
／
〇
九

〇（
七
〇
七
九
）五
三
七
一（
十
九
時
〜

二
十
一
時
／
が
ん
ば
っ
ぺ
岡
田
の
会
）

 

二
瓶
透
さ
ん

●
春
で
す
ね
。
新
年
度
に
な
っ
た
の
で
、

今
年
も
太
白
区
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る「
豊
齢
大
学
」の
講
座
へ
通

い
ま
す
。
体
操
な
ん
か
も
い
い
け
れ
ど
、

学
習
会
も
お
も
し
ろ
い
。
米
寿
が
近
く

て
も
毎
日
が
勉
強
で
す
。

 

佐
々
木
は
つ
よ
さ
ん

●
最
近
私
が
気
に
な
る
の
は
、
震
災
後

の
宮
城
野
体
育
館
で
避
難
所
の
世
話
を

し
て
く
れ
た
、
そ
の
年
採
用
の
市
職
員

の
皆
さ
ん
が
人
事
異
動
で
ど
こ
に
配
属

に
な
っ
た
の
か
な
と
い
う
こ
と
。
当
時

は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
、
と
て
も

頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

 

下
山
正
行
さ
ん

●
太
白
区
あ
す
と
長
町
仮
設
住
宅
の
糸

あ
そ
び
の
会
に
参
加
し
、
織
物
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
会
の
皆
で
、
仙
台
・
青

葉
ま
つ
り
で
販
売
さ
れ
る〝
す
ず
の
す

け
グ
ッ
ズ
〞を
つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
な
ぁ
。

 

真
壁
真
さ
ん

●〝
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ダ
ー
ツ
競

技
で
交
流
を
〞と
、「
高
砂
ダ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
参
加
希
望

の
方
は
動
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
日
程
等
／
五
月

十
五
日（
木
）・
六
月
十
九
日（
木
）

　

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

　
宮
城
野
区

高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー

　
問
／
〇
二
二

（
二
五
八
）一
〇
一
〇（
高
砂
市
民
セ
ン

タ
ー
）

 

佐
藤
政
信
さ
ん

●
編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
読
者
か
ら
ひ
と
こ
と
」で
は
、
読
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
二
ペ
ー
ジ
目

に
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
宛
て
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
七
月
号
掲
載
分
の
締
め

切
り
は
五
月
二
十
三
日（
金
）で
す
。

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド 出題
石田竹久

①５月から６月にかけて野山を赤やピンク、白色に染める花。石巻市の日和山
公園や、気仙沼市の徳仙丈山が名所です

②自分のことを自分でほめる、自画○○○

③５月11日、１万人のランナーが市街地を駆ける、「仙台国際ハーフ○○○○大
会」が開催されます

④利率などの単位で割、分の次は？

⑤夜更かしした上に起きるのが遅いのは、宵っ張りの朝○○○

⑧５月17、18日に開かれる「仙台・青葉まつり」で、すずめ踊りを披露するチー
ムのことを、「祭連」と書いて何という？

⑨名前をしるすこと

⑩チョキに勝って、パアに負けます

⑪全員が外に出ること

⑫○○○芭蕉が松島を訪れた日にあたる６月６日に、同所で「芭蕉の跡をたど
る　風流旅」が開かれます

⑭年齢や地位が自分よりも上の人

⑯味のよしあしを識別できる人ほど、○○が肥えているといえます

①髪の毛が渦のように巻いている部分

③魚や肉などを、香辛料や酢、油などを合わせた液に漬け込んだ料理

⑥６月14日から６月29日までの土・日曜日に、仙台駅と山形駅をつなぐイベン
ト列車、仙山線○○○○○号

⑦自分の出身地やふるさとを誇るのは、お国○○○

⑨トランプのAはエース、ではKは？

⑪６月13～15日、村田町の名産にちなんで開かれる、「○○○○まつり」

⑬６月29日に大河原町で開催される「おおがわら○○まつり」では、試食や即
売のほか、種吹き飛ばし大会も繰り広げられます

⑮再チャンスで受ける試験

⑰二重唱もしくは二重奏

⑱さなぶりといえば、田んぼの○○○を終えてするお祝い

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

A B C D D

A B C D E
こたえ

前回のこたえ

でした。

シ ユ ン ブ ン

C

B

E

A

D

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10 11

12 13 0 0 14

15 16 17

18 19 20

21

　太
白
区
柳
生
の

「
柳
生
サ
ロ
ン
」

は
、
借
り
上
げ
民

間
賃
貸
住
宅
と
住

宅
再
建
さ
れ
た
名

取
市
出
身
の
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
を
目
的
に
、
名

取
市
が
二
〇
一
二

年
十
月
に
同
市
と

仙
台
市
の
計
５
ヵ

所
に
開
設
し
た
サ
ロ
ン
の
一
つ
で
す
。

　毎
週
お
茶
会
や
手
工
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
て
お
り
、
津
波
で
被
災
し
た
閖
上
地
区
の
住

民
ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
月
中
旬
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
十
三
人
の
参

加
者
が
楽
し
げ
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　「こ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
と
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。楽
し
み
が
増
え
て
感
謝
感
激
雨
あ
ら
れ
で
す
」

と
、
何
度
も
訪
れ
て
い
る
年
配
の
女
性
は
話
し
ま

す
。
運
営
を
統
括
す
る
小
畑
け
い
子
さ
ん
は「
多

く
の
方
々
に
憩
い
の
場
と
し
て
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
連
絡
先

　〇
二
二（
七
九
七
）二
〇
一
七
、
開

所
時
間
：
九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分（
月

〜
金
曜
日
）

交流サロン
紹介

情

報ボ
ランティア＠仙

台
の

柳
生
サ
ロ
ン

取材：齋藤大輝＠石巻専修大学卒、友光真理恵＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。　https://kacco.kahoku.co.jp/author/volunteer16（「河北新報オンラインコミュニティー」ブログ）
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読者の皆さんが普段何気なく思っていることをはじめ、

皆さんからのお知らせなどをお届けするコーナーです。

お茶飲みしながら、のんびり読んでくださいね。

読者から
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●
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庭
健
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課
主
催「
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城
・

岩
手
県
沿
岸
部
交
流
会
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ら
発
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し
、
自
主
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プ「
ひ
ま
わ
り
会
」を
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上
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ま
し
た
。
宮
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岩
手
県
沿

岸
部
出
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の
方
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で
お
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交
流

を
楽
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み
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等
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別
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／
〇
八
〇（
五
五
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）九
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）
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七
十
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送
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出
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た
若
林
区
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六
郷
幼
児
学

園
が
、
三
十
二
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ

ま
し
た
。
お
別
れ
の
式
典
に
は
、
卒
園

生
や
保
護
者
な
ど
が
集
ま
り
、
学
園
歌

を
合
唱
し
て
名
残
を
惜
し
み
ま
し
た
。

 

運
営
委
員
長

　
阿
部
東
悦
さ
ん

●
五
月
三
十
一
日（
土
）・
六
月
一
日

（
日
）、
ガ
ー
デ
ニ
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グ
と
エ
ク
ス
テ
リ

ア
の
催
し「
希
望
の
芽
二
〇
一
四
イ
ン

夢
メ
ッ
セ
」で
、
手
づ
く
り
ク
ラ
ブ
の

物
品
を
販
売
し
ま
す
。
入
場
無
料
で
す

よ
！ 

皆
さ
ん
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

 

齋
藤
志
津
子
さ
ん

●
震
災
以
降
仲
間
た
ち
と
続
け
て
き
た

仙
台
湾
で
の
赤
貝
漁
の
収
穫
均
等
配
分

を
六
月
で
終
え
、
九
月
か
ら
は
通
常
の

漁
に
戻
る
。
漁
獲
量
が
減
っ
て
る
の
が

気
が
か
り
だ
。
七
北
田
川
河
口
で
久
し

ぶ
り
に
試
し
た
オ
オ
ジ
ラ
ウ
オ
漁
は
い

ま
ひ
と
つ
だ
っ
た
。
来
年
に
期
待
だ
な
。

 

佐
藤
敏
幸
さ
ん

●
宮
城
野
区
岡
田
で
被
災
し
た
方
の
津

波
体
験
談
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
、
記

録
集
を
つ
く
り
ま
し
た
。
岡
田
学
区
で

被
災
さ
れ
た
方
で
、
ま
だ
お
手
元
に
な

い
方（
一
家
族
一
冊
）に
限
り
本
の
お
届

け
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
／
〇
九

〇（
七
〇
七
九
）五
三
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十
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〜
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十
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時
／
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ぺ
岡
田
の
会
）

 

二
瓶
透
さ
ん

●
春
で
す
ね
。
新
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度
に
な
っ
た
の
で
、

今
年
も
太
白
区
山
田
市
民
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
る「
豊
齢
大
学
」の
講
座
へ
通

い
ま
す
。
体
操
な
ん
か
も
い
い
け
れ
ど
、

学
習
会
も
お
も
し
ろ
い
。
米
寿
が
近
く

て
も
毎
日
が
勉
強
で
す
。

 

佐
々
木
は
つ
よ
さ
ん

●
最
近
私
が
気
に
な
る
の
は
、
震
災
後

の
宮
城
野
体
育
館
で
避
難
所
の
世
話
を

し
て
く
れ
た
、
そ
の
年
採
用
の
市
職
員

の
皆
さ
ん
が
人
事
異
動
で
ど
こ
に
配
属

に
な
っ
た
の
か
な
と
い
う
こ
と
。
当
時

は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
り
、
と
て
も

頑
張
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

 

下
山
正
行
さ
ん

●
太
白
区
あ
す
と
長
町
仮
設
住
宅
の
糸

あ
そ
び
の
会
に
参
加
し
、
織
物
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
会
の
皆
で
、
仙
台
・
青

葉
ま
つ
り
で
販
売
さ
れ
る〝
す
ず
の
す

け
グ
ッ
ズ
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つ
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
皆
に
手
に
取
っ
て
も
ら
え
る
と
う

れ
し
い
な
ぁ
。

 

真
壁
真
さ
ん

●〝
誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
ダ
ー
ツ
競

技
で
交
流
を
〞と
、「
高
砂
ダ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
」を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
参
加
希
望

の
方
は
動
き
や
す
い
服
装
で
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
日
程
等
／
五
月

十
五
日（
木
）・
六
月
十
九
日（
木
）

　

十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

　
宮
城
野
区

高
砂
市
民
セ
ン
タ
ー

　
問
／
〇
二
二

（
二
五
八
）一
〇
一
〇（
高
砂
市
民
セ
ン

タ
ー
）

 

佐
藤
政
信
さ
ん

●
編
集
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
「
読
者
か
ら
ひ
と
こ
と
」で
は
、
読
者

の
皆
さ
ん
か
ら
の
お
知
ら
せ
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
す
。
二
ペ
ー
ジ
目

に
掲
載
の
お
問
い
合
わ
せ
宛
て
に
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。
七
月
号
掲
載
分
の
締
め

切
り
は
五
月
二
十
三
日（
金
）で
す
。

パ ズ ルク ロ ス ワ ー ド 出題
石田竹久

①５月から６月にかけて野山を赤やピンク、白色に染める花。石巻市の日和山
公園や、気仙沼市の徳仙丈山が名所です

②自分のことを自分でほめる、自画○○○

③５月11日、１万人のランナーが市街地を駆ける、「仙台国際ハーフ○○○○大
会」が開催されます

④利率などの単位で割、分の次は？

⑤夜更かしした上に起きるのが遅いのは、宵っ張りの朝○○○

⑧５月17、18日に開かれる「仙台・青葉まつり」で、すずめ踊りを披露するチー
ムのことを、「祭連」と書いて何という？

⑨名前をしるすこと

⑩チョキに勝って、パアに負けます

⑪全員が外に出ること

⑫○○○芭蕉が松島を訪れた日にあたる６月６日に、同所で「芭蕉の跡をたど
る　風流旅」が開かれます

⑭年齢や地位が自分よりも上の人

⑯味のよしあしを識別できる人ほど、○○が肥えているといえます

①髪の毛が渦のように巻いている部分

③魚や肉などを、香辛料や酢、油などを合わせた液に漬け込んだ料理

⑥６月14日から６月29日までの土・日曜日に、仙台駅と山形駅をつなぐイベン
ト列車、仙山線○○○○○号

⑦自分の出身地やふるさとを誇るのは、お国○○○

⑨トランプのAはエース、ではKは？

⑪６月13～15日、村田町の名産にちなんで開かれる、「○○○○まつり」

⑬６月29日に大河原町で開催される「おおがわら○○まつり」では、試食や即
売のほか、種吹き飛ばし大会も繰り広げられます

⑮再チャンスで受ける試験

⑰二重唱もしくは二重奏

⑱さなぶりといえば、田んぼの○○○を終えてするお祝い

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

A B C D D

A B C D E
こたえ

前回のこたえ

でした。

シ ユ ン ブ ン

C

B

E

A

D

1 2 3 4 5 6

7 8 9

10 11

12 13 0 0 14

15 16 17

18 19 20

21

　太
白
区
柳
生
の

「
柳
生
サ
ロ
ン
」

は
、
借
り
上
げ
民

間
賃
貸
住
宅
と
住

宅
再
建
さ
れ
た
名

取
市
出
身
の
方
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再

生
を
目
的
に
、
名

取
市
が
二
〇
一
二

年
十
月
に
同
市
と

仙
台
市
の
計
５
ヵ

所
に
開
設
し
た
サ
ロ
ン
の
一
つ
で
す
。

　毎
週
お
茶
会
や
手
工
芸
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
て
お
り
、
津
波
で
被
災
し
た
閖
上
地
区
の
住

民
ら
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。
三
月
中
旬
の
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
で
は
、
歌
に
合
わ
せ
て
十
三
人
の
参

加
者
が
楽
し
げ
に
体
を
動
か
し
て
い
ま
し
た
。

　「こ
こ
で
知
り
合
っ
た
人
と
旅
行
に
行
き
ま
し

た
。楽
し
み
が
増
え
て
感
謝
感
激
雨
あ
ら
れ
で
す
」

と
、
何
度
も
訪
れ
て
い
る
年
配
の
女
性
は
話
し
ま

す
。
運
営
を
統
括
す
る
小
畑
け
い
子
さ
ん
は「
多

く
の
方
々
に
憩
い
の
場
と
し
て
い
つ
で
も
気
軽
に
利

用
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

◆
連
絡
先

　〇
二
二（
七
九
七
）二
〇
一
七
、
開

所
時
間
：
九
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分（
月

〜
金
曜
日
）

交流サロン
紹介

情

報ボ
ランティア＠仙

台
の

柳
生
サ
ロ
ン

取材：齋藤大輝＠石巻専修大学卒、友光真理恵＠東北大学
情報ボランティア＠仙台　ブログでも発信中です。　https://kacco.kahoku.co.jp/author/volunteer16（「河北新報オンラインコミュニティー」ブログ）
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5月
地域かわら版震災復興仙台発

家
を
再
建
す
る
と
い
う
こ
と
。

仮
住
ま
い
か
ら
、
恒
久
的
な「
我
が
家
」へ

表紙のひと／前略 お元気ですか
みらいん編集部取材ダイアリー
沿岸部復興ニュース／これから住むまち
読者からひとこと／交流サロン紹介
クロスワードパズル／ふるさとにごっつぉさん

　「に」は、油揚げを干しシイタケの戻し汁と醤油などで煮た、荒

浜に伝わる精進料理です。使用する油揚げは地元の豆腐店の

もので、厚みがあり、お椀いっぱいの大きさだったと言います。「切っ

てない油揚げがドンとお椀に入っているから、初めて見た時は驚

いたわ」と話すのは佐藤美保子さん。他県から嫁いできたため

「に」を知らず、葬儀の手伝いを通してつくり方を覚えたと言いま

す。「荒浜はどこか一軒で不幸があれば、集落の4分の1が動

いたからね。ああでもないこうでもないって言いながら地元のお母

さんたち皆でつくるから毎回味が微妙に違うんだよ」。美保子さん

がつくる「に」は、夫の善一さんの好みに合わせて甘めの仕上が

りです。最終的に味見役の家庭の味になるため、「アンタんとこは

甘いから、味見役しなくていいわって言われたこともあるの」と笑

います。「最初に油揚げに穴を開けると破裂防止にもなるし、味

染みも良くなるよ」と、コツを教えてくれました。

材料（4人分）
◆干しシイタケの戻し汁　800cc
◆厚みのある油揚げ　4枚
◆しょうが　適量
◆せり、三つ葉など季節の青菜　適量
●砂糖　大さじ2
●塩　小さじ1
●めんつゆ　大さじ3
●うま味調味料　小さじ1

つくり方
1.油揚げに菜箸などで穴を開ける
2.鍋に油揚げ、干しシイタケの戻し汁を入れる
3.鍋を火にかけ、煮立ったら●の調味料で味をつける
4.味が決まったら弱火にして30分ほど煮込む
5.器に盛り、季節の青菜、擦ったしょうがをのせて完成

材 料・レ シ ピ

仙
台
発

　震災
復
興 

地
域
か
わ
ら
版

　み
ら
い
ん

　第30
号

ふるさとにふるさとにふるさと
ごっつぉさん
我が家で受け継がれてきた我が家で受け継がれてきた
郷土の味、紹介します。

若林区荒浜で伝承されてきた精進料理

「に」


